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日
本
に
住
所
が
あ
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

方
は
、
必
ず
国
民
年
金（
厚
生
年
金
を
含
む
）に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
左
表
の
と
お
り

３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
就
職
や
退
職
、
結

婚
な
ど
に
よ
り
、
年
金
の
種
類
や
保
険
料
の
納

め
方
が
変
わ
る
た
め
、
そ
の
都
度
、
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
れ

る
年
金
が
減
っ
た
り
、

受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
留
意
く
だ
さ

い
。

こ
ん
な
と
き
届
け
出
が
必
要
で
す

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

学
生
、
自
営
業
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
な
ど
で
、

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
事
務
所
か
ら
届
い
た
書
類

▼�
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書（
免
除

申
請
を
す
る
場
合
）

離
職
・
退
職
し
た
と
き

　

会
社
や
役
所
を
離
職
・
退
職
し
た
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼�

離
職
・
退
職
日
が
分
か
る
書
類（
資
格
喪
失

連
絡
票
や
退
職
辞
令
な
ど
）

＊�

免
除
申
請
を
す
る
場
合
は
、
離
職
票
な
ど
が

別
途
必
要

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

　

扶
養
さ
れ
て
い
る
方
の
収
入
増
や
配
偶
者
と

の
離
婚
、
ま
た
は
配
偶
者
の
退
職
・
死
亡
な
ど

に
よ
り
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

の
扶
養
か
ら
外
れ
た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼�

扶
養
か
ら
外
れ
た
日
が
確
認
で
き
る
書
類

任
意
加
入
し
た
い
と
き（
60
歳
以
降
）

　

資
格
期
間
を
満
た
し
た
い
方
や
年
金
額
を
増

や
し
た
い
方

【
必
要
な
も
の
】＝

▼
印
鑑（
本
人
手
続
き
の
場
合
は
不
要
）

▼
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
）

▼�

預
金
通
帳
と
届
出
印

届
け
出
先

　

本
庁
保
険
年
金
課
国
民
年
金
Ｇ
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
Ｇ（
鹿
島
支
所
は
市

民
福
祉
Ｇ
）

＊�

届
け
出
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
申
請
の
場
合
、

別
途
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

＊�

20
歳
以
上
の
方
が
就
職
し
た
と
き
、
結
婚
や

退
職
で
配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き
、
配

偶
者
が
会
社
を
変
わ
っ
た
と
き
は
、
就
職
先

ま
た
は
配
偶
者
の
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

＊�

印
鑑
は
、
ス
タ
ン
プ

印
を
除
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
　
　
　

困
難
な
と
き
に
は

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま

た
は
猶
予
さ
れ
る｢

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
相
談

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
は

｢

後
納
制
度｣

の
利
用
を
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
納

付
で
き
ま
せ
ん
。｢

後
納
制
度｣

は
、
平
成
30
年

９
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
、
過
去
５
年
以
内
の

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

【
後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
】＝

▼
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
で
き
ま
す
。

▼�

年
金
の
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

受
給
資
格
期
間
が
　
　
　
　
　
　
　

25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

　

老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算

し
た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

で
し
た
が
、
平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら
は
、
資

格
期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

被保険者
の種類 対象者 届け出先 保険料の

納付者

第１号
被保険者

・20歳以上の学生
・�農林漁業・商業など
の自営業者やその
家族（第２号・第３
号被保険者に当た
らない方）
・無職の方など

市役所 本人

第２号
被保険者 会社員、公務員など 勤務先 勤務先

第３号
被保険者

第２号被保険者に扶
養されている20歳以
上 60歳未満の配偶者
（専業主婦など）

配偶者（第２
号被保険者）
の勤務先

配偶者が加
入する年金
制度の保険
者

届
け
出
は

お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
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　11月15日�
（水）、市役所�
本庁で平床
建設㈱（鹿児
島市）との立�
地協定調印
式が行われ
ました。建築廃材や廃プラスチックなどを
混ぜ合わせ、循環型社会に適応した「プラ
スチック複合材」を活用し、コンクリート
パネルなどの建設資材を製造する計画で
す。東京オリンピックに向けたインフラ整
備など、多方面での需要が見込まれてお
り、今後、本市におけるさらなる雇用の創
出や地域経済の発展が期待されます。
【写真説明】
平床建設㈱　代表取締役　平床　淳

じゅん

氏（写真中央）

ま
ち
話
題

の

平成 29年 12 月 6日撮影

市
内
各
地
か
ら

「
喫
茶
　
茶
の
ん
け
い
っ
が
」に

　
　
　
た
く
さ
ん
の
来
店
が
あ
り
ま
し
た

（
斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

　秋の全国火災予防運動の実施期間に当た
る11 月10 日（金）、中津幼稚園（上甑町）の
園児11 人が、市消防団員と一緒に町内の商
店などで、チラシを配りながら「火の用心お
願いします」と呼び掛けました。チラシを受
け取った方は「ありがとう。気を付けるね」
と笑顔で園児に対応していました。

火
災
予
防
に
努
め
よ
う
！

「
防
火
呼
び
掛
け
」を
実
施

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱

金
子
社
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

中
央
公
民
館
ま
つ
り･

社
会
教
育
講
演
会
を
開
催

　11 月 19 日（日）、中郷町平原の諏
す

訪
わ

神
社において中郷虚無僧踊りが奉納されまし
た。江戸時代の大飢

き

饉
きん

で、幕府に伊勢神宮
への参詣と新米の奉納を命じられた農民
が、「農民姿では失礼になる」と、虚無僧
に姿を変えて参詣したのがその始まりとさ
れ、長い道中の様子を今に伝えています。
三味線 ･ 太鼓 ･ 拍子木に合わせた厳かで優
美な踊りに、観客は見入っていました。
【写真・記事提供】　中郷虚無僧踊り保存会

　11 月９日（木）、市企業連携協議会と市
産業支援センターの共催で、トヨタ自動車
九州㈱代表取締役社長金

かね

子
こ

達
たつ

也
や

氏の特別
講演会「トヨタ九州の取り組み」が開催さ
れました。同協議会の会員、県内事業者、高
校生、市民を含む約370 人が参加。チャレ
ンジ精神や人を育てる風土づくりの大切
さを見つめ直す良い機会となりました。

【写真説明】
トヨタ自動車九州㈱代表取締役社長　金子達也氏

　11 月25 日（土）から２日間、「中央公民館
まつり」が開催され、中央公民館で学ぶ自主
学級生による作品展示や舞台発表が行われ
ました。また、26 日（日）には、尚古集成館長
の松

まつ

尾
お

千
ち

歳
とし

氏による「薩
さつ

摩
ま

人
じん

の食文化～で
かいのは西

せ

郷
ご

どんだけじゃなかった！～」
と題した社会教育講演会も行われ、参加者
は旬の話題に熱心に耳を傾けていました。

まちの話題

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ、投稿ください。
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立
地
協
定
締
結

雅み
や
び

や
か
に
奉
納中

郷
虚こ

無む

僧そ
う

踊
り


